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第 1章　プラスチックリサイクル技術の技術的潮流と将来展望 巻頭言 

巻頭言 
桐蔭横浜大学　　池上　和志

　本書籍をまとめている最中に、宮坂力先生の第 41 回京都賞受賞という極めて喜ばしいニュースが

飛び込んできた。ペロブスカイト材料を太陽電池に応用する研究が始まってから 20 年以上の月日が

流れたが、その間、さまざまな契機によって研究が加速度的に進展してきたことが、今回の栄えある

受賞へとつながっている。また昨今では、急増する AI 需要の電力を賄うクリーンなエネルギー源と

して、あるいは宇宙空間での発電デバイスとしての可能性も大きく注目されている。

　しかし、ペロブスカイト太陽電池の開発をめぐるロードマップには、材料の安全性とリサイクルの

問題が常につきまとってきた。RoHS 指令をはじめとする鉛使用規制は、本研究において長年ブレー

キとなってきたことは事実であり、だからこそ我々自身も慎重に研究を重ねてきた。一方で、近年の「地

球沸騰化」とも形容される猛暑や酷暑といった環境変化に加え、緊迫する中東情勢は、エネルギーの

安定確保やサプライチェーンの強靭化という課題に、いや応なしに世間の注目を集めさせている。再

生可能エネルギー導入に対する官民の強い期待が現在の研究開発を支えているが、「エネルギーイン

フラを再び日本国内で製造できるか」という点が、今まさに大きな試金石となっている。ペロブスカ

イト太陽電池の製造は、従来のシリコン太陽電池とは異なり、日本が培ってきた世界に誇るべき化学・

材料系の製造技術が大いに活きる分野である。これらを基盤として、新たなエネルギー産業の創出と、

軽量なペロブスカイト太陽電池が切り拓く新たなエネルギーインフラの可能性を、我々　は今こそ真

剣に模索しなければならない。

　ペロブスカイト太陽電池に対する最大の期待は、これまで設置が不可能であった場所での活用であ

る。ビルの壁面や窓だけでなく、農地（営農型太陽光発電）などへとその領域は広がっている。従来

型のシリコン太陽電池は、いわば「適地」を選んで設置されてきたが、多種多様な場所への設置が進

めば、その発電量は設置環境によってまちまちとなる。つまり、全体の発電量を一律に管理すること

は難しくなる。しかしその一方で、エネルギー需要の大きい都市部において、このような分散型かつ

変動性のあるエネルギー源をいかに受け入れ、社会システムに組み込んでいくかという視点も不可欠

である。ペロブスカイト太陽電池の導入は、単なるデバイスの置き換えにとどまらず、未来のエネル

ギー需給のあり方そのものを根本から見つめ直す契機になると私は考えている。

　また、宇宙空間での活用は、本研究の開始当初からの大きなテーマの一つである。我々は12年前に、

この材料が他の太陽電池よりも優れた放射線耐久性を持つ可能性を示したが、その宇宙への広がりは

今や現実味を帯びている。さらに最近では、冒頭でも触れたように、膨大な AI のエネルギー需要を

支える次世代のクリーン電源としても、活発な議論が交わされるようになった。
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　本書は、こうしたペロブスカイト太陽電池の研究開発が加速する中で、「国内製造の確立」と「日

本国内の産業活力の創出」という観点に立ち、現在抱えている諸課題の解決に最前線で取り組む企業

や大学の皆様に執筆を仰いだものである。海外で大型ペロブスカイト太陽電池の製造・量産化の報道

が相次ぐ中、日本の優れた技術力を結集し、いかにして国内生産の課題を乗り越えていくか、本書が

その一石を投じるものとなることを期待している。材料面、成膜技術、あるいはペロブスカイト太陽

電池を支える周辺技術を融合させることで、日本国内に電力の地産地消を実現する、新たな分散型エ

ネルギー社会が力強く誕生することを切に願うものである。
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